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性 1例，女性 3例，年齢は 41歳（26-68），肛門病変
の罹患期間は 14年（7-24），IFX～癌は 6カ月（3-9），































　症例を 2例提示した．1例目は RSの IIcで CV染色
拡大観察等を行い cSM massiveと診断したが，総胆管
結石あり本人の希望で EMR tryした．径 5 mmの
pSM（2000 μm）で v1, Budding G2だった．予定の胆
摘術と併せて追加腸切除施行した．2例目は頂部に陥











































































































kg，CPT-11 150 mg/m2の点滴静注，第 3日目より第
16日目まで S-1 80 mg/m2/dayを内服．主評価項目は
各治療の 12週までの安全性，副次評価項目は有効性，
安全性の比較検討．60例が登録され各群 30例づつ割
りつけられ，消化管毒性は A群で多く見られたが，
両治療法とも忍容性は高いと考えられた．奏効率，無
増悪期間もほぼ同等であった．IRIS+BV療法は
mFOLFIRI+BV療法と同様に有望な治療法と考えら
れ，現在 inter-groupで第 3相臨床試験を展開中である．
14. 大腸癌細胞を用いた短鎖脂肪酸とオート
ファジーの検討
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　酪酸は大腸上皮細胞の主要な栄養源となり，腸管恒
常性維持や大腸癌発生抑制に重要な役割を果たしてい
る．一方オートファジーは自己の細胞内小器官を分解
消化する機構で，細胞内蛋白質の品質管理，飢餓応答
などの役割を有する．本研究では，ヒト大腸癌培養細
胞において酪酸はオートファジーを誘導することが示
された．また，誘導されたオートファジーを阻害する
ことで酪酸のアポトーシス誘導作用が増強することが
明らかにされた．
